
来
年
、
平
成
26
年
度
に
、
藤
枝
東

高
校
は
旧
制
志
太
中
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
て
か
ら
90
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
先
日
、
創
立
90
周
年
記
事

業
実
行
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

実
行
委
員
長
に
は
学
校
後
援
会
長
で

あ
る
北
村
正
平
藤
枝
市
長
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
同
窓
会
役
員
を
中
心
と

し
た
こ
の
実
行
委
員
会
の
他
に
、
乗

松
修
司
副
校
長
先
生
を
委
員
長
と
す

る
教
職
員
に
よ
る
校
内
実
行
委
員
会

　

こ
の
た
び
、
学
校
後
援
会
長
及
び
学
校
創
立

90
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長
の
重
責
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
の

皆
様
方
を
は
じ
め
、
学
校
関
係
者
の
お
力
を
お
借

り
し
、
我
が
母
校
の
た
め
一
生
懸
命
、
そ
の
責
務

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
東
高
は
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
育
む
と

と
も
に
、
勉
学
ば
か
り
で
な
く
、
部
活
動
や
多
彩

な
学
校
行
事
等
を
通
じ
、
豊
か
な
人
間
性
の
醸
成

に
努
め
ら
れ
、
社
会
に
貢
献
し
得
る
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
立
場
上
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
お

会
い
し
ま
す
が
、
東
高
の
卒
業
生
が
社
会
の
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
地
元
は
も
ち
ろ
ん

私
は
丁
度
10
年
間
「
サ
ッ
カ
ー
全

国
選
手
権
大
会
支
援
実
行
委
員
長
」

と
共
に
同
窓
会
長
を
務
め
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
改
選
期
に
当
り
若
返
り

を
求
め
て
お
り
ま
し
た
が
来
年
平
成

24,429,139
2,866,000
4,277,250

7,839
31,580,228

826,620
2,864,083
430,615
117,380
998,099
1,307,305

0
20,684

3,202,991
454,123

0
800,000
100,840
2,173

100,000
1,058,000
46,010
98,374
529,631
13,840

0
24,686,534
31,580,228

24,429,139
2,866,000
4,500,000
30,000

31,825,139

800,000
3,610,000
600,000
160,000
1,000,000
1,600,000
100,000
150,000
3,739,631
500,000
800,000

0
200,000
100,000
100,000
1,200,000
60,000
150,000
529,631
100,000

23,675,508
0

31,825,139

0
0

△222,750
△22,161
△244,911

26,620
△745,917
△169,385
△42,620
△11,901
△292,695
△100,000
△129,316
△536,640
△45,877
△800,000
800,000
△99,160
△97,827

0
△142,000
△13,990
△51,626

0
△86,160

△23,675,508
24,686,534
△244,911

収入の部 △は減 単位：円

収入総額 31,580,228円
支出総額 31,580,228円
差引金額 0円

支出の部

平成 24 年度　藤枝東高等学校同窓会会計決算書
（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31日）

増　減24年度予算額24年度決算額

雑 収 入

会 議 費
事 務 費

消 耗 品 費

雑 費
予 備 費
次 年 度 繰 越

特別会計補助金
渉 外 費
保 険 料
会館整備費
会館補助費
慶 弔 費

記 念 品 費
事 業 費

備 品 費
通 信 費
印 刷 費
旅 費
事 務 局 費

科 　 目 24年度予算額 増　減24年度決算額

合 計

合 計

寄付及び総会会費
入 会 金
繰 越 金

科 　 目

支部活動助成費
校内松剪定
DVD 制作費

も
結
成
さ
れ
、
現
在
、
両
委
員
会
で
連
携
し
て
記

念
事
業
内
容
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
記
念
式
典
実
施
（
生
徒
参
加
）

　
平
成
26
年
10
月
25
日
㈯

　
会
　
場
　
焼
津
市
焼
津
文
化
会
館

②
同
窓
会
事
業

　
千
南
原
会
館
お
よ
び
同
窓
会
館
の
改
修
工
事

の
２
点
が
、現
在
の
と
こ
ろ
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
詰

め
て
い
く
予
定
で
す
。

同
窓
生
・
現
役
生
と
も

に
思
い
出
に
残
る
式
典
・

事
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
式
典
内
容
等
で
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
10
年
後
の
１００
周
年
に
際
し
て
発
行
さ

れ
る
１００
周
年
記
念
誌
を
完
璧
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
90
周
年
を
一
応
の
節
目
と
し
て
記
念
誌
の

発
行
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
校
の
周
年
記
念
誌

と
し
て
は
、
50
周
年
記
念
誌
お
よ
び
60
周
年
の
際

の
『
サ
ッ
カ
ー
六
十
年
の
歩
み
』
以
来
の
発
行
と

な
り
ま
す
。
１００
周
年
誌
に
向
け
て
の
資
料
収
集

を
大
き
な
目
的
と
し
て
、
こ
の
30
〜
40
年
間
の
こ

と
を
中
心
に
ま
と
め
た
冊
子
と
す
る
予
定
で
す
。

60
歳
以
下
の
同
窓
生
の
皆
様
、
お
手
持
ち
の
高
校

時
代
の
資
料
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。「
あ
の
頃
の
東
高
」
の
姿

が
映
し
出
さ
れ
た
記
念
誌
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

藤
枝
東
高
等
学
校
後
援
会
長
及
び

学
校
創
立
90
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

就
任
に
あ
た
っ
て

九十周年を
お祝いしよう

藤
枝
市
長

　
　
　

北
村　

正
平

（
38
回
）

同
窓
会
長　

槇
田　

堯
（
34
回
）

で
す
が
、
国
内
は
言
う
に
及
ば
ず
世
界
中
で
、
そ

れ
も
、
経
済
界
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
界
、
さ
ら
に
学
術

研
究
や
芸
術
の
分
野
に
ま
で
、
第
一
線
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
東
高
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
歴
代
校

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
生
方
が
熱
意
と
誠
意
を

持
っ
て
教
育
・
指
導
に
当
た
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を

支
え
て
き
た
同
窓
会
や
地
域
関
係
者
の
御
支
援
、

御
協
力
の
賜
物
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
ぜ
ひ
、
東
高
生
に
は
志
を
高
く
持

ち
、
社
会
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
と

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
、そ
の
た
め
に
も
、

様
々
な
面
か
ら
で
き
る
だ
け
応
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
：
同
窓
会
事
務
局

０
５
４
︱
６
４
５
︱
３
５
２
７

（
月
・
水
・
金
の
午
前
中
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
）

静
岡
県
立
藤
枝
東
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

以
前
よ
り
、
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
「
校
歌
・

応
援
歌
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
が
よ
う
や
く
完
成
い
た
し
ま

し
た
。校
内
の
松
の
剪
定
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
に
合
わ
せ
学
校
・
ク
ラ
ブ
活
動
・
各
種
記
念

碑
等
の
映
像
も
入
れ
て
立
派
な
も
の
が
出
来
ま
し

た
。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
り
ま
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
各
支
部
・
学

校
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会

等
で
ご
利
用
に
な
り
た
い
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
無
料
で
貸
し
出
し
致
し
ま
す
。

ま
た
、
残
り
が
少
し
あ
り
ま
す
の
で
個
人
に
て

ほ
し
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

校歌・応援歌の
ＤＶＤを作成
しました。

□ 平成 25 年度　同窓会 本部役員 □
役　職 氏　　名 回別 再任・新任
会　長 槇田　　堯 34 再任

副会長

永田　　實治 28 再任
横山　恵一郎 29 再任
三輪　　昌光 31 再任
松浦　　英彦 33 新任
伊藤　　　孝 33 再任
大塚　　義郎 34 再任
西川　　英雄 35 再任
川合　　正矩 35 再任
小林　　正敏 36 新任
小山　　明良 36 再任
河村　　正史 39 再任
竹下　芳太郎 39 再任

特別顧問 鈴木　　富喜 ー

顧　問

戸本　　隆雄 25 再任
石田　　哲夫 27 再任
井田　　久義 28 再任
田村　　典彦 36 再任
北村　　正平 38 再任

相談役

大石　　鉄郎 26 再任
一言　　正廣 30 再任
八木　　　洋 32 再任
原田　　誠治 32 再任
松浦　　宏長 32 新任

常任委員

伊藤　　　勇 21 再任
望月　　秀一 29 再任
宮崎　　　洋 29 再任
小長谷　節子 30 再任
土屋　　進次 31 再任
堀田　　一牛 32 再任
村松 ( 東 ) 良子 33 再任
堀田　公一郎 34 再任
高木　　孝祐 35 再任
倉嶋　　伸康 36 再任
向島　　克彦 37 再任
加藤　　訓義 38 再任
森田　勢津子 38 新任
舘　　　正義 39 再任
蓑川　　和道 39 再任
青嶋　　　清 40 再任
各務　　博俊 40 再任
鈴木　　國近 41 再任
村松　　英昭 41 新任
仲山　　寛治 43 再任
相川　　敏江 46 再任
杉本　　憲彦 47 再任
佐野　　愛子 47 再任
北川　　正澄 47 再任
大石　　茂樹 47 新任
大石　　人士 48 新任
松浦　　富雄 49 再任
松永　　勝裕 52 再任
増田　　文人 52 再任
白鷺　　寛泰 54 新任
渡辺　　博文 56 再任
桑原　　　茂 59 再任
奥村(西村)やす子 60 再任
浅野　　達哉 67 再任

監　事 村松　　淳旨 49 再任
加山　　秀剛 61 再任

至誠を貫き、いざ、90周年へ

左上：50 周年記念誌　右上：「サッカー六十年の歩み」
左下：30 周年記念祭プログラム　右下：30 周年記念誌「千南原」

（写真部 2 年塚本凜平 撮影）

60 周年記念建立「誠の像」

さ
て
、
東
高
は
、
来
年
、
創
立
90
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
記
念
す
べ
き
年
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓

会
の
皆
様
、
学
校
、
そ
し
て
後
援
会
と
で
一
緒
に

な
っ
て
お
祝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
枝
市
も
ち
ょ
う
ど
市
制
60
周
年
の
節
目
の
年

で
、
私
も
「
教
育
日
本
一
」
を
掲
げ
市
政
を
推
進

し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
生
徒
に
は
隈
な
く
藤
枝

の
魅
力
を
発
信
し
、
将
来
、
地
元
に
貢
献
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
事
業
を
考
え
て
ま
い
り
ま

す
。結

び
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協

力
を
お
願
い
し
、
東
高
の
益
々
の
発
展
と
生
徒
た

ち
の
限
り
な
い
成
長
、
そ
し
て
、
皆
様
の
御
健
勝

を
心
か
ら
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

26
年
が
創
立
90
周
年
で
記
念
事
業
も
あ
る
の
で
現

体
制
で
臨
む
よ
う
強
い
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
引

続
き
受
け
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
の
で
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
平
成
16
年
以
来
毎
年
発
行
し
続
け
た
会
報

「
千
南
原
」
を
手
元
に
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
の
お
力
を
借
り
当
初
述
べ
た
同

窓
会
活
動
の
ベ
ー
ス
と
な
る
事
業
は
ほ
ぼ
実
行
さ

れ
、
組
織
体
制
も
整
い
充
実
し
ま
し
た
。
後
半
の

３
年
間
は
各
委
員
会
、
支
部
会
等
の
役
員
の
方
々

が
率
先
し
て
リ
ー
ド
し
て
下
さ
っ
た
の
で
親
睦
の

輪
は
広
が
り
、
私
自
身
と
し
て
も
多
く
の
友
人

と
の
交
流
が
深
め
ら
れ
大
変
楽
し
い
同
窓
会
で
し

た
。
ま
た
こ
の
10
年
間
に
４
回
に
わ
た
っ
て
出
場

し
た
全
国
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
、
念
願
の
人
工

25年度総会と今後の活動について
　本年度は、平成25年7月13日㈯、藤枝「小杉苑」にて同窓会
総会が開催されました。当日は、多数の役員の方にご参加して
いただき無事終了いたしました。
　内容は、24年度決算報告、25年度収支予算の承認、本部役
員の改選承認、本年度の活動内容等を議論していただきまし
た。尚、決算報告及び新役員は本紙記載の通りです。
　尚、今年度決算書収入欄に記載の通り、多数の皆様からの同
窓会維持費の御協力がありましたのでこの場をお借りいたしま
して事務局より厚くお礼申し上げます。
　各委員会活動を報告します。
　総務委員会の活動につきまして、皆様の名簿データの収集及
び整理をし、今後の90・100周年事業に向けての資料整理をし
てまいります。来年度は、90周年となりますので、今まで以上に
積極的に各回にご依頼し名簿の取得、訂正を行ってまいります。
　組織・規約委員会につきましては、各支部との連携をより強く
していき活動の活発化を図ってまいります。また、来年度は「90
周年記念」となりますのでそのための「実行委員会」を立ち上
げ学校との連携を取り、組織の活発化を図り、より積極的に活
動をしてまいります。
　会報委員会につきましては、引き続き年1回の発行と内容の
充実をめざして参ります。
　HP・データ管理委員会につきましては、ホームページの更新
作業をスムースに行えるようにし、最新の情報を常に掲載して
まいります。

90周年記念事業について
　26年度に90周年を迎えますが、前段で書きました通り「学校
後援会」を中心に「90周年事業実行委員会」が発足され、学校
後援会長に就任されました藤枝市長の北村正平様に実行委員
長の就任を承諾して頂きました。事業内容につきましては、これ
から議論をしていきますが基本的な考え方は、「生徒中心」とし
たいと思います。また、記念式典（平成26年10月25日㈯:焼津文
化センター開催予定）・行事・記念誌の発行・現行設備（千南原・
同窓会館等）の老朽化に対する補修等も考えております。また
来年は「藤枝市制60周年」の記念すべき年となりますので、合
わせて祝っていくことができますよう皆様にご協力をよろしくお
願いいたします。
　各委員会活動を通して今後の同窓会のあり方・活動について
も検討をしてまいりますが、会員の皆様の一人一人のご意見、
ご援助が今後の同窓会にとって非常に重要なポイントと確信を
しておりますのでどしどしご意見をお待ちしております。

事務局だより
　当校卒業生（女子）で組織されていました「藤東女（ととじょ）
の会」が解散することになりました。今までの活動資金残高が
ありましたので同窓会に寄付をしていただきました。本当にあ
りがとうございます。今後も同窓会の活動にご尽力をいただき
たく思います。　　　　金額:40,023円

芝
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
に
当
た
っ
て
の
同
窓
会
の
皆

様
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

「
創
立
90
周
年
記
念
事
業
」に
つ
い
て
で
す
が
、

既
に
学
校
側
と
協
議
を
重
ね
実
行
委
員
会
（
委
員

長
北
村
正
平
学
校
後
援
会
長
）
を
立
ち
上
げ
、
記

念
式
典
の
日
程
、
場
所
も
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
は
「
教
育
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
す
地
元

藤
枝
市
の
協
力
も
得
て
地
元
の
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
窓
会
と

し
て
は
学
校
、
生
徒
の
要
望
に
応
え
「
千
南
原
会

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
を
記
念
事
業
と
し
て
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
90
年
を
節
目
に
更
に
一
層
の

母
校
の
発
展
と
同
窓
生
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
す
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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